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籍  言

消化管重複症は比較的まれな疾患で,このうち,重複

十■指腸はさらにまれである。私どもが調査し得た範囲

では,本症は本邦において1976年までに11例報告されて

いるにすぎない1)…11).私どもは,十二指腸粘膜下襲腫

の診断の下に手術を行い,病理検査の結果,重複十二指

腸と判明し,しかも,重複十二指腸粘膜に早期痛の発生

をみ,さ らに胆嚢欠損を伴っていたきわめてまれな症例

を経験したのでこれを報告し,あわせて,本 邦報告例に

ついても検討を加えたい。

41歳,女 性

主訴 :吐血      ‐

既往歴 :28歳時,胃 潰瘍,胆 襲炎:保 存的治療により

軽快.

家族歴 :特記すべきものはない。

現病歴 :当科来院約 2カ月前,夕 食後突然吐血を来た

し,同 時に右季肋部痛を覚えた。某医で輸血などの保存

的治療を受け軽快,胃 腸透視の結果,十 二指腸下行脚の

拡張を指摘され,精 査のため,当 科を紹介された。

入院時所見 :体格中等度,栄 養状態良好,黄 疸,貧 血

などはなく,循環器,呼 吸器,神 経系にも異常を認め

ず.腹 部には右季肋部に軽度圧痛を認める以外,平 担で

とくに膨隆なく,腫瘤も触知されず,肝 ,輝 ,腎 も触知

されない.

一般検査成績 :表 1に示すごとく,ア ルカリウォスフ

ァターゼの軽度上昇を認める以外,著 変はない。便潜血

反応は陽性.心 電図,胸 部X線 所見にも異常はない。
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胃腸X線 倹査所見 :胃は下垂しているが陰影欠損,エ

ッシェなどは認められず,十二指腸球部は正常,十二指

腸下行脚は,高度に拡張,下行脚下端はとくに下垂し拡

張している.拡張部には腫瘤による陰影欠損を疑わせる

所見がみられる (図1).
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図 1 目 腸透祝.十 二指腸下行脚は,高 度に拡張し

下垂している。

内視鏡所見 :十二指腸下行脚後壁に全体的な膨隆が認

められ,そ の表両は正常十二指腸粘膜で,色調の変化は

なく,鉗子で押すと粘膜下集腫を思わせる所見であっ

た。

胆道造影所見 :胆嚢は造影されず,総 胆管の拡張が認

められた以外,と くに異常所見はなかった。

以上の所見より十二指腸粘膜下襲腫と診断,手 術を施

行した。

手術所見 :上腹部正中切開,図 2に示すような右上腹

部を充満する児頭大の裏腫が認められた。この裏腫は十

二指腸下行脚と疫膜筋層と同一とする十二指腸粘膜下案

腫と思われた。肝床を検すると,胆襲が存在せず,胆 襲

欠損の状態であった・裏庫では後壁 で胆道 と交通があ

り,胆汁の流入が認あられた.葵 腰を十二指腸下行脚の

長軸に沿って切除,摘 出した.

摘出標本所見 :襲腫を切開すると大きさ32.Ox 18.0

cm× 0.5cmの 襲腫で,内 容物は,胆 汁と血液を混じた

もので,ビ リルビン石161個を認めた。嚢腫粘膜の
一部

に5 . O c m  x 4 . 2 c m のビラン様の浅 い陥凹が認 められ

(図3),こ れが術前の吐血の原因となったものと考え

られる。また胆道と交通する腹管が認められた。

病理組織学的所見 :裏腫と十二指腸との隔壁に相当す
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図 2  手 術所見.右 上腹部を充満する児頭大の嚢腫

(重複腸管)が 認められる.

図 3 摘 出標本所見.

婁腫,粘 膜の一部に

陥凹が認められる.

32.OCEI× 18.OCnx O.5Cmの

5 0Cmx 4.2Cmの ピラン様
この部に早期癌が認められた.

十二指陽下行脚

ピラン様陥凹部
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図 4 病 理組織.裏 腫とに 指腸との隔壁に相当す
る部分.上 面 :十二精腸lRl l ,下面 :塞腫側.

図 5 病 理組織.襲 腫 (重複十二指腸)の ビラン陥

凹部,腺 管状腺痛が認められる。

深達度 Sm, a :弱 拡大,b:強 拡大.

胆薬欠損を伴つた重複十二指腸早期痛の 1例

表 2 十 二指腸重複症 (本邦報告例)

図 6 全 体シューマ像,

早期癌の位置を示す。

日消外会誌 1 1巻 5号

胆嚢欠損,重 複十二指腸,

胆襲欠損

痛発生都位

る部分は,図 4の ごとくで,粘膜筋層をそれぞれ有する

腸粘膜が合わさっているかのごとくである.図 4の下面

は嚢腫面で,繊 毛が低く,固有粘膜層には,細胞浸潤と

匹中心を有するリンパ濾胞が存在していた。この嚢腫の

粘膜は十二指腸粘膜 と同様に,Paneth細胞,胚細胞な

どより構成される腸粘膜の組織所見を示し,本症は重複

十二指腸と診断された。さらに,肉眼的にみられたビラ

ン様陥凹部は,図 6に示す重複十二指腸壁の一部に相当

し,組 織学的に腺管状腺癌が認められ (図5 a.h.),

その深達度は Smで ぁった。すなわち,重複十二指腸

の早期癌が認められた。
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木 村 (■965)

奉 内 (■964)
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奥 田 (1975)
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術後経過 :経過良好 にて,術 後28日目に治癒退院し

, 1こ.

考  察

消化管重複症の名称は,従来,腸管嚢腫などと呼ばれ

ていたものを,Ladd and Crossりが,重複腸管
“dupHca_

tion of the alimentary tract" と呼がことを提唱した.

Ladd and Grossによると本症はつぎの条件を満すもの

として,1)球 状または管状の内腔のある構造をなし,

2)そ の壁に平滑筋層を有し,渕化管に似た粘膜を持つ

こと,3)消 化器のいずれかの部分に密着していること

などの点があげられている。消化管重複症は,きわめて

まれな疾患とされてきたが,最近ではその報告例が急増

している。1970年池田
lめらは74例を集計報告しており,

決してまれな疾患とはいえない。しかし,消化管重複症

を十二指腸に限ってみると,本邦では,稗賞の報告
D以

来,私 どもの調べた範囲で,自験例を含め12例にすぎな

い (表2).ま た,自験例のごとく胆嚢欠損の合併,重

複腸管に癌 (早期癌)の 発症をみたものは,い まだ報告

例を見ていない。一方,欧米では,1965年 InOuye10は

55例の重複十二指腸を集計しており,そ の後も多くの報

告711がみられている。以下十二指腸重複症の本邦報告例

11例と,自験例を加えた計12例について統計的観察を試

みたい。

本症の発生については,今 日なお定説はないが

Bremerの 胎生期における腸管の再開通障害により生ず

るという説が有力であるが,そ の発生要因は現在完全

に解明されるにいたっていない。本邦報告lalでは,3例

をのぞき他の9例は成人例である。男女比は7:5で 男

が多くなっている。InOuyeら によれば55例中33例 が10

歳未満であり,発 生男女比はほぼ同数であると述べてい

る。

本症の症状としては,本 邦報告例中,悪 心,嘔 吐を訴

えたもの4例 ,心 衛都病を訴えたもの3例 ,吐 血を発症

したもの2例 ,腹 部腫瘤を触知したもの2例 ,不 明 1例

となっている.木 村つらの報告した吐血症例は,十 二捕

腸潰瘍の共存による出血例と思われるが,自 験例では主

複腸管ビラン部 (早期癌部)よ りの出血と考えられる.

Inourlめ に よると10%前 後 の出血例 が報告 されてい

る.ま た TOmmPSOnlめ によると潰瘍共存例は,ま れで

あり,重 複腸管内に生じた,ビ ランテ潰瘍からの出血が

多いと述べている。つぎに,欧 米例では重複腸管粘膜が

果所性粘膜によっておおわれていたとする報告がみられ

るが1°1め,本 報例では,す べて隣接腸管出来の粘膜でお
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おわれている.自 験例のごとく重複十二指腸内に痛の発

生,し かも早期癌が見出されたものは,私 どもの調べた

範囲では見当らない。

本症の好発部位は十二指腸第 1部 ,第 2部の内側前壁

に多いとされるが
け,本 邦例も,十二指腸第 1部 に存在

したもの3例 ,第 2部 7例 ,第 3,第 4部 1例 ,と十五

指陽 1,2部 に多く発生している。重複腸管は,大 半は

非交通性であるといわれているが,時 に胃,腸 ,胆 管と

交通することがあり,本 邦例も,自験例も含め2例に胆

道との交通が認められている。

重複腸管はしばしば他の奇形を合併している.重 要な

合併奇形は,総 腸間膜症,脊椎系の奇形,お よび泌尿生

殖器系の奇形である.し かし,本 邦報告例の重複十二指

腸症例では,合併奇形はみられず,自験例の胆婁欠損合

併だけである。胆裳欠損症の本邦報告例は成人例に限る

と,私 どもの調べた範囲では19例であり,ま れな奇形で

ある
2い3つ.重 複十二指腸症に早期癌を合併した例は,

いまだ報告例はない。十二指腸の早期癌症例自体もまれ

で,本 邦報告例は8例にすぎない
9ゆ‐4つ.

重複十土指腸の術前診断は困難で,本 邦例のいずれも

胃腸透視による十二指腸の異常は認められてはいるが,

確診はなされておらずす全例のうち2症例に胆道との交

通が認められており,術 前の胆道造影も重要であると思

われる.

治療は外科的に行われるが,腸 管壁に密着しているこ

とが多いため,重 複腸管のみの摘出は困難で,大 部分は

隣接臓器と共に切除される。本邦報告例中,摘 出または

切除されたものは10例,不 明2例 となっている。私ども

の症例のごとく,重複腸管に癌がある場合には,こ れに

対する配慮も必要であるが,術 前の診断はきわめて困難

なため,私 どもの症例ではリンパ節廓清などは行われて

いない。

結  語

私どもは,41歳の女性で吐血を主訴として来院,検 査

の結果十二指腸粘膜下嚢腫と診断,手 術を施行した。そ

の結果,本 例は重複に 指腸を有し,し かも重複十二指

腸粘膜に早期癌の発生と,さ らに胆襲欠損を伴ったきわ

めてまれな症例と判明した。よって本例を紹介するとと

もに,本 邦重複十二指腸症例および胆襲欠損症例さらに

十二指腸早期癌症例について若子の考察を行った。

(本稿の要旨は第7回 日本消化器外科学会大会におい

て発表した。)
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